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県内情報 

○ 患者情報総評 

警報発令疾患  ：手足口病  

注意報発令疾患：マイコプラズマ肺炎  

・ 日中はまだ日差しが厳しいが，朝晩はだいぶ涼しく感じられるようになった. 

・ 手足口病（高知市：警報→警報，高幡：注意報→警報，中央西：警報→警報，幡多：警報→注意

報，安芸：注意報→注意報，中央東：注意報→注意報）は高幡と安芸で増加し，その他の地域で

は減少した．総数は引き続き減少している． 

・ ヘルパンギーナは高幡と幡多を除く地域で減少し，総数はさらに1/2に減少した． 

・ 感染性胃腸炎は例年通り低いレベルで推移しており，落ち着いている． 

・ マイコプラズマ肺炎（幡多：注意報→警報）は引き続き注意報値を超している．搬入された検体

からはMycoplasma pneumonia が3件検出されている． 
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手足口病：今週 6.10 （注意報値：2.00 警報値：5.00） 

総数は引き続き減少し，ピーク時の6割に減少した．しかし，依然として警報値を上回ってお
り，例年同時期と比較して高いレベルで推移している．地域毎にみても，高幡と安芸で増加し，
高幡では再び警報値を超した．その他高知市と中央西でも警報値を超す報告が続いている．予防
としては患者に近づかない，手洗いの励行などである．患者あるいは回復者に対しても，特に排
便後の手洗いを徹底させることが重要である． 
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ヘルパンギーナ：今週 0.63 （注意報値：2.00 警報値：4.00） 

   総数は引き続き減少し，全ての地域で注意報値を下回った．今後も終息に向かって減少してい

くと思われる． 
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  検査情報 
受付週 臨床診断名 地域 ウイルス、細菌の検出状況

34 百日咳 1ｶ月 女 高知市 Bordetella pertussis
34 マイコプラズマ肺炎 45歳 男 中央東 Bordetella pertussis
34 マイコプラズマ肺炎 7歳 女 高幡 Bordetella pertussis
34 マイコプラズマ肺炎 2歳 女 高幡 Bordetella pertussis
34 マイコプラズマ肺炎 1歳 女 高知市 Mycoplasma pneumoniae
34 マイコプラズマ肺炎 9歳 男 高知市 Mycoplasma pneumoniae
34 マイコプラズマ肺炎 6歳 男 高幡 Mycoplasma pneumoniae

患者

 
 

前週以前に搬入され検出された病原体 
受付週 臨床診断名 地域 ウイルス、細菌の検出状況 備考

26 咽頭結膜炎 2ｶ月 男 幡多 Echovirus 6 33週検出と同一人異検体
32 無菌性髄膜炎 10歳 男 高知市 Echovirus 6
30 無菌性髄膜炎 5歳 女 高知市 Echovirus 6 33週検出と同一人異検体
30 手足口病 7歳 男 須崎 Coxsackievirus A16 33週訂正（Cox.A6⇒Cox.A16)

患者

 
 

○ 全数報告の感染症情報 
  2類感染症：結核 9例（10,70,80代女，80代男）《幡多》（30代女）《中央東》 

（50代男）《須崎》（20,40代女，50代男）《高知市》（今年124例） 
  4類感染症：日本紅斑熱 2例（60代男）《高知市》（60代男）《中央東》（今年5例） 
   
○ 定点からの地域ホット情報 
幡多： 
《さたけ小児科》：膿痂疹 2例（4歳男女）  マイコプラズマ感染症 1例（7歳男） 
高幡： 
《もりはた小児科》：アデノウイルス感染による扁桃炎 2例（3,6歳） 
中央西： 
《石黒小児科》：ヘルペス性歯肉口内炎 1例（4歳女） 単純ヘルペス 1例（12歳女） 
《くぼたこどもクリニック》：突発性発疹の1例（11ｶ月男）は県外から帰省 
              手足口病の1例（1歳女）は須崎市 
《日高クリニック》：マイコプラズマ感染症 1例（3歳男） 



 

 高知市： 
《けら小児科・アレルギー科》：マイコプラズマ肺炎 7例（3～7歳男女） 
中央東： 
《吉本小児科皮膚科》：マイコプラズマ肺炎 1例（8歳男） 
《あけぼの小児クリニック》：アデノウイルス咽頭炎 2例（2,6歳男） 
 

全国情報第32週（8/1～8/7）（ http://idsc.nih.go.jp/index-j.html ） 
2類感染症：結核346例 
3類感染症：コレラ1例、細菌性赤痢4例、腸管出血性大腸菌感染症200例（有症者131例、うちHUS 4例、うち

死亡1例）、腸チフス1例、パラチフス1例 
4類感染症：A型肝炎1例、つつが虫病2例、デング熱1例、マラリア3例、類鼻疽1例、レジオネラ症5例、レプ

トスピラ症1例 
5類感染症：アメーバ赤痢13例、ウイルス性肝炎（B型）1例、急性脳炎2例、クロイツフェルト・ヤコブ病2

例、劇症型溶血性レンサ球菌感染症1例、後天性免疫不全症候群8例（AIDS 3例、無症候5例）、
梅毒7例、風しん4例、麻しん7例 

報告遅れ：E型肝炎2例、日本紅斑熱3例、マラリア1例、急性脳炎1例、劇症型溶血性レンサ球菌感染症2例 
 
◆腸管出血性大腸菌感染症（2011年8月17日現在） 
2011年の腸管出血性大腸菌感染症報告数は、例年よりも早い第17週から増加し始めた。集団感染事例（食

中毒を含む）が複数発生したため報告数が急増し、第19週163例、第20週167例と一時的にピークを形成した
後、一旦減少した。第23～27週まで100例前後の報告が続き、第28週から再び増加して第30週240例、第31週
306例と300例を超え、第32週は200例であった。 
本年第32週までの累積報告数2,342例は、2000年以降の各年同週までの累積報告数と比較して2001年に次

いで2番目に多い報告数である（2000年1,740例、2001年2,779例、2002年1,924例、2003年1,300例、2004年
1,976例、2005年1,872例、2006年1,894例、2007年2,169例、2008年2,116例、2009年1,857例、2010年2,173
例）。第1～32週の累積報告数2,342例についてみると、報告の多い都道府県は、食中毒による集団発生を反
映して山形県（287例）、富山県（162例）が多く、次いで東京都（149例）、大阪府（117例）、千葉県（110
例）、福岡県（84例）となっている。性別では男性1,078例、女性1,264例、年齢群別では0～9歳688例、10
～19歳380例、20～29歳313例の順に多かった。 
腸管出血性大腸菌感染症の重篤な合併症である溶血性尿毒症症候群（HUS）の発症は、第32週までに累計

73例（男性24例、女性49例；有症状者におけるHUS発症率4.5%）報告されており、年齢群別では0～4歳13例
（HUS発症率4.2%）、5～9歳12例（同5.5%）、10～14歳6例（同3.6%）、15～64歳33例（同4.5%）、65歳以上
9例（同4.5%）であった。このうちの30例は富山県を中心とした同系列の焼肉店で発生した食中毒（O111 VT2、
O157 VT1・VT2など）の患者であり、うち14例は脳症も発症していた。また、4例は山形県のだんご店に関連
した食中毒（O157 VT1・VT2）患者である。残りの39例のうち、推定または確定された感染源・感染経路と
して肉の喫食が記載されていた者が13例あり、そのうち生肉を喫食していた者は4例（10～14歳2例、15～64
歳1例、65歳以上1例）であった。死亡は9例（3歳1例、6歳1例、40代1例、60代1例、70代1例、80代4例）。 
本年第30週以降これまでに認められている主な集団感染事例（食中毒を含む）は、第30週に岐阜県（保育

所、O26 VT1）、第30～32週に山形県（社会教育施設、OUT VT1）、第31～32週に岩手県（保育所、O26 VT1・
VT2）、第31～32週に栃木県（医療機関・福祉施設、O157VT1・VT2とO145 VT2）、第31～32週に石川県（保
育所、O111 VT1）、第32週に千葉県（福祉施設、O157 VT1・VT2）などで発生し、そのうち山形県、栃木県、
千葉県は食中毒であった。 
腸管出血性大腸菌O145による感染者の年間報告数は、昨年（2010年）が66例とそれまでで最多であったが、

本年は第32週までで114例と既に上回っており、O157、O26に次いで3番目に多いO血清群となっている。なお、
この他にO145と他のO血清群の複数菌種に感染した症例が7例報告されている。第32週には死亡が1例（VT2）
報告された。集団発生は、第32週までで4件確認されており、そのうち長野県（O145 VT1, O103 VT1, O121 VT2）
と栃木県（O145 VT2, O157 VT1・VT2）の2件は食中毒で、いずれも複数菌種による感染が報告されている。 

O145 VT2感染者の累積報告数は57例で、特に直近4週間では第29週2例、第30週8例、第31週14例、第32週
21例と増加が目立っており、報告都道府県数も増加している。栃木県では食中毒事例として報告されており、
他の都道府県からも感染源・感染経路不明の散発例報告が増えていることから、O145 VT2に汚染された水や
食品を介した広域感染の可能性も考えられる。そのため、O145 VT2感染例に対する、喫食歴および食材の遡
り調査、ならびに菌の分子疫学的解析等の積極的な疫学調査が必要と思われる。また、保健所への届出時点
でO血清群やVT型が不明の腸管出血性大腸菌感染症例の中にO145 VT2感染例が含まれている可能性もあるた
め、感染者からの分離菌におけるO血清群とVT型別検査は重要である。 
本年は2001年以来10年ぶりに一週間の報告数が300例を超え（第31週306例）、第32週までの累積報告数も

2001年に次いで2番目に多い。例年の状況から、発生のピーク時期を迎えていると考えられ、予防対策の徹
底が必要である。食肉の十分な加熱処理などにより、食中毒の予防を徹底するとともに、手洗いの励行など
により、ヒトからヒトへの二次感染を予防することが重要である。特に、保育施設における集団発生が多く
みられており、日ごろからの注意として、オムツ交換時の手洗い、園児に対する排便後・食事前の手洗い指
導の徹底が重要である。また、簡易プールなどの衛生管理にも注意を払う必要がある。さらに、過去には動
物とのふれあい体験での感染と推定される事例も報告されており、動物との接触後の充分な手洗いにも注意
が必要である。 
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